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開 催 の 趣 旨 
 

 国民体育大会の趣旨に則り、その予選会として北信越地域の人々に広くス

ポーツを普及し、スポーツ精神の高揚を図り、健康増進と体力向上を目指

し、併せて５県の親睦と交流を深めるとともに、地方のスポーツ振興及び文

化の発展に寄与することを目的とする。 

 

 

 

国民体育大会マーク 

         昭和 22年に国民体育大会のシンボルとして制定され、第２回大会 

から使用されることになりました。 

 30度右傾斜の赤色の火炎を直径 10分の１幅の紺青色の円帯で囲ん 

であります。 

 

 

 

スポーツを行う者の心得（「日本スポーツ協会スポーツ憲章」抜粋） 

● スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。 

● 競技規則はもとより、自らの属する団体の規則を遵守し、フェアプレー

の精神を尊重する。 

● 常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。 

● アンチ・ドーピングに関する規定を遵守する。 

 

 

 

 

 

 



    

若 い 力 ・・・・・１ 式 典 次 第 ・・・・・８ 

新 潟 県 民 歌 ・・・・・１ 諸 会 議 日 程 ・・・・・８ 

大 会 会 長 あ い さ つ ・・・・・２ 大 会 日 程 ・・・・・８ 

新 潟 県 議 会 議 長 祝 辞  ・・・・・３ 競 技 日 程 ・・・・・９ 

新潟県カヌー協会長あいさつ ・・・・・４ 競 技 組 合 せ ・ 成 績 表 ・・・10～12 

小 松 市 長 歓 迎 の こ と ば ・・・・・５ 監 督 ・ 選 手 名 簿 ・・・13～14 

競 技 会 役 員 ・・・・・６ カ ヌ ー 競 技 の 見 方 ・・・15～17 

競 技 役 員 ・・・・・７ 宿 舎 ・ 大 会 本 部 等 ・・・・・18 

    

    

 

 

若 

い 

力 

日
本
体
育
協
会
選
定 佐

伯
孝
夫 

作
詞 

高
田
信
一 

作
曲 

  

一
、
若
い
力
と
感
激
に 

 
 

燃
え
よ
若
人 

胸
を
張
れ 

 
 

歓
喜
あ
ふ
れ
る 

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム 

 
 

肩
に
ひ
と
ひ
ら 

花
が
散
る 

 
 

花
も
輝
け 

希
望
に
み
ち
て 

 
 

競
え
青
春 

強
き
者 

  

二
、
薫
る
英
気
と 

純
情
に 

 
 

瞳
あ
か
る
い 

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン 

 
 

僕
の
よ
ろ
こ
び 

君
の
も
の 

 
 

挙
る
凱
歌
に 

虹
が
立
つ 

 
 

友
情
身
に
し
む 

熱
こ
そ
い
の
ち 

 
 

競
え
青
春 

強
き
者 

新
潟
県
民
歌 

高
下
玉
衛 

作
詞 

明
元
京
静 

作
曲 

 

一
、
世
紀
明
け
ゆ
く
西
北
の 

 
 

山
河
新
た
に
旭
（
ひ
）
は
映
え
て 

 
 

県
民
二
百
五
十
万 

 
 

希
望
に
燃
え
て
こ
ぞ
り
起
（
た
）
つ 

 
 

こ
こ
ぞ
民
主
の
新
潟
県 

 

二
、
五
穀
の
宝
庫
土
壌
（
つ
ち
）
肥
え
て 

 
 

尽
き
ぬ
越
後
の
野
の
幸
に 

 
 

文
化
産
業
絢
爛
（
け
ん
ら
ん
）
と 

 
 

花
咲
き
薫
る
こ
の
繁
華
（
は
ん
ん
か
） 

 
 

興
（
お
こ
）
せ
自
由
の
新
潟
県 

 

三
、
日
本
海
の
若
潮
に 

 
 

弥
彦
妙
高
佐
渡
晴
れ
て 

 
 

世
界
を
む
す
ぶ
観
光
の 

 
 

絵
巻
彩
（
あ
や
）
な
す
わ
が
郷
土 

 
 

拓
（
ひ
ら
）
け
詩
（
し
）
の
国
新
潟
県 

 

四
、
越
佐
の
天
地
怜
瓏
（
れ
い
ろ
う
）
と 

 
 

今
ぞ
平
和
の
鐘
は
鳴
る 

 
 

あ
あ
新
し
き
憲
法
の 

 
 

聖
（
き
よ
）
き
理
想
を
炬
（
ひ
）
と
翳
（
か
ざ
）
し 

 
 

築
け
栄
（
は
え
）
あ
る
新
潟
県 

 

 

目    次 

 

1



 

 

あ い さ つ 

 

第 44回北信越国民体育大会 会長  

新潟県知事  花 角 英 世 

 

 

 第 44回北信越国民体育大会が、北信越各県から選手・監督並びに役員の皆様

をお迎えし、盛大に開催されますことをお喜び申し上げますとともに、御参加の

皆様を心から歓迎いたします。 

 本大会は、各県の厳しい予選を勝ち抜いた精鋭が、今年鹿児島県で開催されま

す特別国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」への出場権獲得をめざし、熱い

戦いを繰り広げる北信越最大のスポーツの祭典です。 

 これまでひたむきに練習に励んでこられた選手の皆様の努力、それを支えて

きた監督・コーチをはじめとする関係各位の御尽力に対して改めて敬意を表し

ます。選手の皆様には、日頃鍛えられた力と技を存分に発揮されますことを心か

ら願っております。 

さて、本県では、観光・文化・スポーツを通じた地域の魅力向上など交流人口

の拡大や、県民の誰もがスポーツを通じて、生涯にわたり健康で活力に満ちた豊

かな生活を送ることができる社会の実現に取り組んでおります。このような中、

本大会の開催を通じて、新型コロナウイルス感染症の影響による様々な制約、困

難を乗り越え、スポーツの持つ価値を広く発信できますことは、大変意義深いも

のであります。 

また、新潟県は、四季折々に見せる豊かな表情、雪解け水が生み出す新潟米や

日本酒などの食の豊かさ、伝統と革新のものづくり、世界文化遺産登録を目指す

「佐渡島（さど）の金山」等、数多くの魅力があります。大会後は、豊かな食や

温泉などの新潟の魅力を御堪能ください。 

 結びに、本大会の開催に御尽力された会場地の市町をはじめ、関係者の皆様に

厚く御礼を申し上げますとともに、選手の皆様の御健闘と大会の成功を祈念申

し上げまして、あいさつといたします。 
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お祝いの言葉 

 

 

新潟県議会議長 楡井 辰雄  

   

 

 第４４回北信越国民体育大会に参加されます選手、監督、役員の皆様方に、新

潟県議会を代表いたしまして、心から歓迎を申し上げます。 

 各県の予選を勝ち抜き、本大会への出場を果たされた選手の皆さん、誠におめ

でとうございます。その御栄誉に対し、心からお祝い申し上げます。 

 鹿児島県で開催されます特別国民体育大会への出場を目指し、フェアプレー

の精神で、日頃鍛えた力と技を遺憾なく発揮されることを期待いたします。 

来年にはパリ２０２４オリンピック・パラリンピックも控えております。今大

会に参加された選手から一人でも多くの方が、世界の舞台に挑まれることを祈

念しております。 

 また、それぞれの地域において、日頃から選手の育成やスポーツ振興に御尽力

いただいております監督、役員を始め関係者の皆様のこれまでの御努力と御熱

意に対し、深く敬意を表します。引き続き、スポーツを通じた地域社会の発展に

貢献いただきますよう、お願い申し上げます。 

本県には、県土に広がる豊かな自然や歴史・文化などの多様な地域資源、新潟

米を始めとした農産物や新鮮な日本海の幸を活かした豊かな食など、たくさん

の魅力があります。皆様には、この機会にぜひとも新潟の魅力を満喫していただ

ければ幸いであります。 

 結びに、本大会の開催に当たり多大な御尽力をいただきました関係の皆様に

心から感謝を申し上げますとともに、本大会の御成功と選手の皆様の御健闘を

祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。 
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あ い さ つ 

 

 

        新潟県カヌー協会 会長 塚田一郎 

 

 

 第４４回北信越国民体育大会カヌースプリント競技の開催にあたり、ご挨拶

申し上げます。 

この度の「第４４回北信越国民体育大会」は、新潟県内各地で大会が開催され

ますが、カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター競技に続きカヌースプリ

ント競技についても、北信越国体のような競技会を運営できる会場が無く、また

選手の競技のレベルの向上もあり、仮設での競技会場では対応できない為、ここ

石川県小松市木場潟カヌー競技場において本大会を開催する事となりました。 

この木場潟カヌー競技場は、カヌースプリント競技のナショナルチームの合

宿が頻繁に行われ、国際大会なども開催されるカヌー競技場となっております。

地元の石川県カヌー協会の皆さんにおかれましては大会運営に精通しておられ

国際大会国内大会等の運営されており、私ども新潟県カヌー協会のメンバーは

本大会を通して大いに勉強させてもらい、今後の大会運営に役立て参ります。そ

して、競技コースが整備され周辺環境整備も整っているこの木場潟カヌー競技

場に北信越各県の監督・選手をお迎えし「第４４回北信越国民体育大会カヌー競

技」が開催できるのは、石川県カヌー協会や地域の皆様のご理解のお陰でござい

ます。改めて感謝申し上げます。 

 本大会は、特別国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」への出場権をかけ 

た大事な大会です。選手の皆様は日頃の練習の成果が十分に発揮出来るよう、 

最後まで力の限り頑張って下さい。 

終わりに、本大会の開催にあたり、ご協力を賜りました関係各位に深甚なる 

敬意と感謝を申し上げ、開催運営にあたり北信越各県協会の皆様に敬意と感謝

を申し上げ、挨拶とさせていただきます。 
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歓 迎 の こ と ば 

 

                    

小松市長  宮橋 勝栄 

  

 

第44回北信越国民体育大会カヌースプリント競技が、北信越各地から多くの選手、監督、役員の

皆様をお迎えし、木場潟カヌー競技場において盛大に開催されますことは誠に喜ばしく、市民を代

表して心から歓迎申し上げます。 

水と緑の豊かな小松市では、加賀前田家三代利常公によってもたらされた茶道、華道、子供歌舞

伎などの伝統文化が脈々と受け継がれ、日本遺産に認定された「石の文化」「北前船」、九谷焼など

の伝統産業、建設機械を中心とする近代産業にも恵まれております。また、小松空港、ＪＲ、高速

道路などの高速交通ネットワークに加え、来年春には北陸新幹線敦賀延伸、小松開業を控えており、

100年に一度のチャンスを活かすべく、まちづくりに取り組んでおります。 

カヌースプリント、パラカヌーのナショナルトレーニングセンターに指定されている木場潟カヌ

ー競技場では、東京オリンピック・パラリンピックにおいて、日本を含む世界 12 チームが事前合

宿を行い、大会本番では 15 個のメダルを獲得されました。今後も引き続き、国内外の選手が最高

のパフォーマンスを発揮できるよう環境整備やサポート体制の充実に取り組んでまいります。 

本大会に参加される選手の皆様におかれましては、鹿児島県で開催される「特別国民体育大会 カ

ヌー競技」の出場権獲得を目指し、日頃鍛えた力と技を存分に発揮していただくとともに、北信越

各地から参加されている選手の皆様と交流を図っていただければ幸いに存じます。 

最後になりますが、大会の開催にご尽力いただきました関係各位に深く感謝を申し上げますとと

もに、大会のご成功と選手の皆様のご活躍を重ねてお祈り申し上げます。 
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競  技  会  役  員 

 

名誉会長 太 田   寛 

 

会  長 塚田  一 郎 

 

副 会 長 佐々木   紀  野 上 浩太郎  熊 谷 元 尋  重 森 俊 道 

 

顧  問 佐 野 哲 郎  野 上 文 敏  柴 田 圭 介  赤 羽 高 秋 

 

参  与 樋 山 光 英   

 

委 員 長 近 藤 雅 晴 

 

副委員長 釜 田   渉  橋 本   充  武 江   一  國 京 健 二 

澁 谷   毅  岩 瀬 晶 伍 

 

委  員 山 中 修 司  山 田 亜沙妃  本 田   圭  菅 沼   環 

阿 部 大 地  高 橋 康 平  小 林 晃 弘  片 山 智 史 

遠 藤 雅 俊  玉 木 勇 作  三 富 あやの  加 藤 淳 乃 

當 銘 孝 仁  佐 伯 雄太郎  田 川   篤  狩 野 真由美 

久 司   満  高 木 信 寿  武 江   一  野 口 雄 慶 
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競 技 役 員 
 

競 技 会 会 長  塚 田 一 郎 

競技会副会長  佐々木   紀  野 上 浩太郎  熊 谷 元 尋  重 森 俊 道 

競 技 委 員 長  近 藤 雅 晴 

競技副委員長  釜 田   渉  橋 本   充  武 江   一  國 京 健 二 

総 務 委 員 長  近 藤 雅 晴 

総 務 委 員  狩 野 真由美 

審 判 長  柴 田 圭 介 

決 勝 審 判 員  小 林 晃 弘  堀 川 裕 輝 

水 路 審 判 員  久 司   満  高 橋 駿 哉 

発 艇 員  水 野   博 

整 列 員  阿 部 大 地  柳 本 正 澄 

配 艇 検 艇 員  長谷川 春 菜  本 田   直  笹 生 裕 子 

救     助  中 川 紗 耶 香  宮 前 達 流  

記 録 員  西 田 雅 子  

競技役員補助  高 橋 康 平  田 中 佑 実 
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式 典 次 第 
 

【 開  始  式 】            【 表  彰  式】 

日 時：令和５年 ７ 月２２日（土）     日 時：令和５年 ７ 月２３日（日） 

日 時：午後４時００分より              午後１２時３０分より 

場 所：小松市木場潟カヌー競技場       場 所：小松市木場潟カヌー競技場 

場 所：大会本部前                  大会本部前 

 

次   第                 次   第 

１．役員・選手団整列          １．役員・選手団整列 

２．開 式 通 告          ２．開 式 通 告 

３．競 技 会 開 始 宣 言          ３．成 績 発 表 

４．国 歌 斉 唱          ４．表 彰 

５．若 い 力 斉 唱          ５．競技会会長あいさつ 

６．競技会会長あいさつ          ６．競 技 会 終 了 宣 言 

７．歓 迎 の こ と ば          ７．閉 式 通 告 

８．競 技 上 の 注 意          ８．役員・選手団解散 

９．選 手 宣 誓 

10．閉 式 通 告 

11．役員・選手団解散 

 

諸 会 議 日 程 
会 議 名 期  日 時 間 場   所 電話番号 

監督会議 令和５年７月２２日(土) 午後３時００分 
木場潟カヌー競技場 

大会本部 

090-9004-3079 

(近藤携帯) 

 

 

大 会 日 程 

○令和５年 ７ 月２２日（土）       ○令和５年 ７ 月２３日（日） 

・ ９:００～１３:００ 受 付・検 艇       ・ ７:３０～ 公 式 練 習 

・１０:００～１５:００ 公式練習        ・ ９:３０～ 競技開始 

・１５:００～      監督会議        ・１２:３０～ 閉 会 式 

・１６:００～      開 始 式      
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競 技 日 程 

－令和５年７月２３日（日）－ 

＜カヌースプリント 成年男子・成年女子・少年男子・少年女子＞ 

 

レース

番 号 
時 間 種 別 種 目 区 分 備 考 

1 9:30 成年女子 カナディアンシングル 

決 勝 

 

2 9:40 成年女子 カヤックシングル  

3 9:50 成年男子 カナディアンシングル  

4 10:00 成年男子 カヤックシングル  

5 10:10 少年女子 カヤックシングル  

6 10:20 少年女子 カヤックペア  

7 10:30 少年女子 カヤックフォア  

8 10:40 少年男子 カナディアンシングル  

9 10:50 少年男子 カナディアンペア  

10 11:00 少年男子 カヤックシングル  

11 11:10 少年男子 カヤックペア  

○１２:３０ ～ 表 彰 式 ・ 閉 会 式  大会本部前 

  

9



競 技 組 合 せ ・ 成 績 表 
 
レース番号 １  ９:３０ 成年女子カナディアン シングル  決 勝 

レーン 県 名 ゼッケン 選 手 名 タ イ ム 順位 備  考 

１ 福井県 ４３ 久 保 美 乃 ‘  “    

２ 石川県 ３ 山 本 あ い ‘  “    

３ 富山県 ２０ 武 田  夢 ‘  “    

４ 新潟県 ５８ 沖 野  星 ‘  “    

 
レース番号 ２  ９:４０ 成年女子カヤック シングル    決 勝 

レーン 県 名 ゼッケン 選 手 名 タ イ ム 順位 備  考 

１ 富山県 ２１ 浦 田 樹 里 ‘  “    

２ 長野県 ３７ 細 見 茉 弥 ‘  “    

３ 福井県 ４４ 山  下  友 理 子 ‘  “    

４ 石川県 ４ 道 端 若 菜 ‘  “    

 
レース番号 ３  ９:５０ 成年男子カナディアン シングル  決 勝 

レーン 県 名 ゼッケン 選 手 名 タ イ ム 順位 備  考 

１ 福井県 ４１ 柴 田 颯 大 ‘  “    

２ 富山県 １８ 砂 場 寛 太 ‘  “    

３ 石川県 １ 福 田 洸 貴 ‘  “    

４ 長野県 ３５ 塚 本 大 貴 ‘  “    

５ 新潟県 ５６ 當 銘 孝 仁 ‘  “    

 
レース番号 ４  １０:００ 成年男子カヤック シングル    決 勝 

レーン 県 名 ゼッケン 選 手 名 タ イ ム 順位 備  考 

１ 長野県 ３６ 酒 井 悠 弦 ‘  “    

２ 新潟県 ５７ 下 川 拓 樹 ‘  “    

３ 福井県 ４２ 菅  原  真 之 助 ‘  “    

４ 石川県 ２ 野 口 透 輝 ‘  “    

５ 富山県 １９ 菱 田 歩 睦 ‘  “    
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レース番号 ５  １０:１０ 少年女子カヤック シングル  決 勝 

レーン 県 名 ゼッケン 選 手 名 タ イ ム 順位 備  考 

１ 長野県 ４０ 内 山 瑞 樹 ‘  “    

２ 新潟県 ６５ 飯 野 由 菜 ‘  “    

３ 石川県 １１ 石 山 澪 衣 ‘  “    

４ 富山県 ２８ 晴 柀  葵 ‘  “    

５ 福井県 ５１ 吉  田  し ず く ‘  “    

 
レース番号 ６  １０:２０ 少年女子カヤック ペア    決 勝 

レーン 県 名 ゼッケン 選 手 名 タ イ ム 順位 備  考 

１ 新潟県 
６６ 

６７ 

黒 鳥 瑞 空 

飯 田 綺 良 
‘  “    

２ 富山県 
２９ 

３０ 

深 川 満 那 

砂  場  彩 衣 佳 
‘  “    

３ 石川県 
１２ 

１３ 

内 山 瑠 香 

川 口 杏 奈 
‘  “    

 
レース番号 ７  １０:３０ 少年女子カヤック フォア    決 勝 

レーン 県 名 ゼッケン 選 手 名 タ イ ム 順位 備  考 

１ 石川県 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

湊  麻 琴 

高 野 想 子 

大 久 保  綾  音 

吉 本 心 采 

‘  “    

２ 福井県 

５２ 

５３ 

５４ 

５５ 

中 屋 仁 香 

大  下  さ く ら 

浅 野  咲 

篠 﨑 友 歌 

‘  “    

３ 富山県 

３１ 

３２ 

３３ 

３４ 

若 瀬 茉 彩 

河 本 結 衣 

鋪 田 蒼 空 

藤 縄 樹 希 

‘  “    

 
レース番号 ８  １０:４０ 少年男子カナディアン シングル  決 勝 

レーン 県 名 ゼッケン 選 手 名 タ イ ム 順位 備  考 

１ 長野県 ３８ 三 水 快 誠 ‘  “    

２ 新潟県 ５９ 鈴  木  典 太 郎 ‘  “    

３ 石川県 ５ 表  大 輔 ‘  “    

４ 福井県 ４５ 北 出 隼 人 ‘  “    

５ 富山県 ２２ 牧 田 知 樹 ‘  “    
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レース番号 ９  １０:５０ 少年男子カナディアン ペア    決 勝 

レーン 県 名 ゼッケン 選 手 名 タ イ ム 順位 備  考 

１ 福井県 
４６ 

４７ 

四 方 嵩 人 

村 田 流 潮 
‘  “    

２ 石川県 
６ 

７ 

城 座 隆 功 

山 岸 邦 汰 
‘  “    

３ 新潟県 
６０ 

６１ 

高 濱 大 和 

加 藤 慧 大 
‘  “    

４ 富山県 
２３ 

２４ 

松 井 洸 晟 

鳥 取 一 吹 
‘  “   

 
レース番号 １０  １１:００ 少年男子カヤック シングル  決 勝 

レーン 県 名 ゼッケン 選 手 名 タ イ ム 順位 備  考 

１ 長野県 ３９ 塚 田 環 司 ‘  “    

２ 石川県 ８ 島 田 瑞 規 ‘  “    

３ 新潟県 ６２ 高 橋 竜 輝 ‘  “    

４ 福井県 ４８ 橋 本 藍 舟 ‘  “    

５ 富山県 ２５ 有 山  怜 ‘  “    

 
レース番号 １１  １１:１０ 少年男子カヤック ペア    決 勝 

レーン 県 名 ゼッケン 選 手 名 タ イ ム 順位 備  考 

１ 福井県 
４９ 

５０ 

山 田 智 暉 

小 林 大 聖 
‘  “    

２ 石川県 
９ 

１０ 

山  口  修 志 郎 

笠 巻 亮 佑 
‘  “    

３ 富山県 
２６ 

２７ 

酒 井 海 倫 

藤 縄 輔 玖 
‘  “    

４ 新潟県 
６３ 

６４ 

三 上 竜 聖 

中 島 直 人 
‘  “    
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監督・選手名簿 
 

県名 
監督氏名 

（所  属） 
種 別 

ゼッ 
ケン 

種目 選手氏名 所  属 

石川県 

山 作 直 弘 

(石川県立小松商業高等学校) 

 

成年男子 
1 Ｃ-１ 福 田 洸 貴 ㈱ソディック 

2 Ｋ-１ 野 口 透 輝 福井工業大学 

成年女子 
3 Ｃ-１ 山 本 あ い 石川県立小松高等学校 

4 Ｋ-１ 道 端 若 菜 福井工業大学 

少年男子 

5 Ｃ-１ 表  大 輔 石川県立小松商業高等学校 

6 Ｃ-２ 城 座 隆 功 石川県立小松商業高等学校 

7 Ｃ-２ 山 岸 邦 汰 石川県立小松商業高等学校 

8 Ｋ-１ 島 田 瑞 規 石川県立小松高等学校 

9 Ｋ-２ 山 口 修志郎 小松市立高等学校 

10 Ｋ-２ 笠 巻 亮 佑 石川県立小松高等学校 

少年女子 

11 Ｋ-１ 石 山 澪 衣 石川県立小松商業高等学校 

12 Ｋ-２ 内 山 瑠 香 石川県立小松商業高等学校 

13 Ｋ-２ 川 口 杏 奈 石川県立小松商業高等学校 

14 Ｋ-４ 湊  麻 琴 石川県立小松商業高等学校 

15 Ｋ-４ 高 野 想 子 石川県立小松高等学校 

16 Ｋ-４ 大久保 綾 音 石川県立小松商業高等学校 

17 Ｋ-４ 吉 本 心 采 小松市立丸内中学校 

富山県 
松 﨑 陽 祐 

(富山県立富山北部高等学校) 

 

成年男子 
18 Ｃ-１ 砂 場 寛 太 立命館大学 

19 Ｋ-１ 菱 田 歩 睦 関西学院大学 

成年女子 
20 Ｃ-１ 武 田  夢 上市町立上市中学校 

21 Ｋ-１ 浦 田 樹 里 早稲田大学 

少年男子 

22 Ｃ-１ 牧 田 知 樹 富山県立富山北部高等学校 

23 Ｃ-２ 松 井 洸 晟 富山県立富山北部高等学校 

24 Ｃ-２ 鳥 取 一 吹 富山県立富山北部高等学校 

25 Ｋ-１ 有 山  怜 上市町立上市中学校 

26 Ｋ-２ 酒 井 海 倫 富山県立富山北部高等学校 

27 Ｋ-２ 藤 縄 輔 玖 富山県立富山北部高等学校 

少年女子 

28 Ｋ-１ 晴 柀  葵 富山県立魚津高等学校 

29 Ｋ-２ 深 川 満 那 富山県立富山北部高等学校 

30 Ｋ-２ 砂 場 彩衣佳 富山県立富山北部高等学校 

31 Ｋ-４ 若 瀬 茉 彩 富山県立富山北部高等学校 

32 Ｋ-４ 河 本 結 衣 富山県立富山北部高等学校 

33 Ｋ-４ 鋪 田 蒼 空 富山県立富山北部高等学校 

34 Ｋ-４ 藤 縄 樹 希 上市町立上市中学校 
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長野県 
武 江    一 

(長野県池田工業高等学校) 

成年男子 
35 Ｃ-１ 塚 本 大 貴 須坂市役所 

36 Ｋ-１ 酒 井 悠 弦 長野県競技力向上対策本部 

成年女子 37 Ｋ-１ 細 見 茉 弥 長野県競技力向上対策本部 

少年男子 
38 Ｃ-１ 三 水 快 誠 長野県篠ノ井高等学校犀峡校 

39 Ｋ-１ 塚 田 環 司 長野県篠ノ井高等学校犀峡校 

少年女子 40 Ｋ-１ 内 山 瑞 樹 長野県篠ノ井高等学校 

福井県 
濱 野 早 紀 
(福井県立金津高等学校) 

 

成年男子 
41 Ｃ-１ 柴 田 颯 大 福井工業大学 

42 Ｋ-１ 菅 原 真之助 同志社大学 

成年女子 
43 Ｃ-１ 久 保 美 乃 ㈱松川レピヤン 

44 Ｋ-１ 山 下 友理子 福井県カヌー協会 

少年男子 

45 Ｃ-１ 北 出 隼 人 福井県立金津高等学校 

46 Ｃ-２ 四 方 嵩 人 福井県立金津高等学校 

47 Ｃ-２ 村 田 流 潮 福井県立金津高等学校 

48 Ｋ-１ 橋 本 藍 舟 福井県立金津高等学校 

49 Ｋ-２ 山 田 智 暉 福井県立金津高等学校 

50 Ｋ-２ 小 林 大 聖 福井県立金津高等学校 

少年女子 

51 Ｋ-１ 吉 田 しずく 福井県立金津高等学校 

52 Ｋ-４ 中 屋 仁 香 福井県立金津高等学校 

53 Ｋ-４ 大 下 さくら 福井県立金津高等学校 

54 Ｋ-４ 浅 野  咲 福井県立金津高等学校 

55 Ｋ-４ 篠 﨑 友 歌 福井県立金津高等学校 

新潟県 

 
澁 谷    毅 

(新潟市立万代高等学校) 

 

成年男子 
56 Ｃ-１ 當 銘 孝 仁 アーネスト㈱ 

57 Ｋ-１ 下 川 拓 樹 (公財)新潟県スポーツ協会 

成年女子 58 Ｃ-１ 沖 野  星 東京女子体育大学 

少年男子 

59 Ｃ-１ 鈴 木 典太郎 新潟県立分水高等学校 

60 Ｃ-２ 高 濱 大 和 新潟県立分水高等学校 

61 Ｃ-２ 加 藤 慧 大 新潟市立万代高等学校 

62 Ｋ-１ 高 橋 竜 輝 新潟県立分水高等学校 

63 Ｋ-２ 三 上 竜 聖 新潟県立分水高等学校 

64 Ｋ-２ 中 島 直 人 新潟県立分水高等学校 

少年女子 

65 Ｋ-１ 飯 野 由 菜 新潟市立万代高等学校 

66 Ｋ-２ 黒 鳥 瑞 空 新潟市立万代高等学校 

67 Ｋ-２ 飯 田 綺 良 新潟市立万代高等学校 
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カヌー競技の見方 

 

カヌー競技の現況 

  昭和３９年（１９６４年）東京オリンピックのカヌー競技に日本が初めて参加して以

来、カヌースポーツに対する国民の関心が高まってきました。 

  もともと、カヌーは私たちの祖先が海・湖沼などで物資輸送や交通手段、そして狩猟

に使用するなど生活に欠かせない道具として、大切にされていました。 

  そのようなことから歴史は古くいろいろなスポーツよりも人々に親しまれています。 

 特に欧州各国での普及はめざましく、１９２４年パリオリンピックで公開競技、１９３

６年ベルリンオリンピックから正式競技に採用され、世界でも最も普及したスポーツと

なっています。 

  近年は、自然と親しむアウトドアスポーツとしても注目を集め愛好家も増えて、生涯

スポーツとして盛んに行われています。 

 我が国においては、日本カヌー連盟を中心として全国各都道府県にカヌー協会が設置さ

れており、昭和５７年の第３７回国民体育大会（島根県）より正式競技として採用され、

全国に充実発展しています。 

 

カヌーの概要 

  カヌーには、カヤック（Ｋ）・カナディアン（Ｃ）と大きく分けると２種類があります。

カヤックの槽者は艇の進行方向に向かって中央に座り、パドルの両端の水かき（ブレー

ド）で左右交互に水をかきながら艇を前進させます。カナディアンの槽者は片足が立ち

膝の姿勢で艇の進行方向に向かって中央に乗り、パドルの片側だけの水かき（ブレード）

で片方だけの水をかきながら艇を前進させます。 

 艇には舵（ラダー）付きの艇と舵の無い艇があり、スプリントカヤックには舵がついて

おり、その他のカヌーは殆ど舵がありませんが、パドルの操作により艇の進行を整えま

す。 

 

カヌー競技の種目と種別 

  国民体育大会の競技には、整水で行う「カヌースプリント競技」と河川の急流・激流

で行う「カヌースラローム競技・カヌーワイルドウォーター競技」の３種目があります。 

 各種目共に一人の選手が（Ａ）・（Ｂ）の種目に参加できることになっています。 

 ・カヌースプリント      （Ａ）２００ｍ     （Ｂ）５００ｍ 

 ・カヌースラローム      （Ａ）１５ゲート    （Ｂ）２５ゲート 

 ・カヌーワイルドウォーター  （Ａ）スプリント    （Ｂ）１,５００ｍ 

※北信越国民体育大会では、（Ｂ）のみが実施されます。 
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カヌースプリント 

 流れの無い河川・湖沼・港湾等を利用し、一定の距離とレーン（水路）を決めて着順 

を競います。 

 国民体育大会での競技種目について、平成２９年度より成年女子のカナディアンシング

ルの種目が追加されました、これにより競技種目は、成年男子はカヤックシングル(Ｋ-１)・

カナディアンシングル(Ｃ-１)の２種目、成年女子はカヤックシングル(Ｋ-１)・カナディ

アンシングル(Ｃ-１)の２種目、少年男子はカヤックシングル(Ｋ-１)・カヤックペア(Ｋ-

２)・カヤックフォア(Ｋ-４)、カナディアンシングル(Ｃ-１)・カナディアンペア(Ｃ-２)

の５種目、少年女子はカヤックシングル(Ｋ-１)・カヤックペア(Ｋ-２)・カヤックフォア

(Ｋ-４)の３種目となっています。ただし少年のＫ-４は男子と女子は隔年（奇数年は男子、

偶数年は女子）で行い、今年の北信越国民体育大会では少年女子Ｋ-４が実施されます。 

 

カヌースラローム 

  渓流・激流の流れのある川で、流れ方も変化に富んだ河川で行う競技です。 

 標記のような河川を利用してカヌーを使った回転競技で、ゲートが設置してあり決めら

れた方法で通過しゴールしポイントの少なさを競います。 

 設定されたゲートは色分けしてあり、緑はダウンストリームゲートと言い上流から下流

に通過するゲート・赤はアップストリームゲートと言い下流から上流に通過するゲート

となっています、このゲートを通過するときに触れたり通過できなかったりすると、ペ

ナルティとして、ゴールタイムを１秒１ポイントに計算したポイントに加算され、ポイ

ント数が大きくなるため、ポイント数の少なさを競う競技として不利になります。 

 平成２９年度より成年女子のカナディアンシングルの種目が追加されましたので、成年

男子・女子共にカヤックシングル・カナディアンシングルが行われます。 

２ ポイント計算 

  ○ペナルティ 

   ・ゲート通過時に触れた・・・２ポイント加算   （何回触れても２ポイント） 

   ・ゲートを決められた方法で通過できなかった・・・５０ポイント加算 

    （まったく通れなかった・上→下流へ逆に通過・下→上流へ逆に通過） 

  ○ポイントの計算 

   ・ゴールタイムを１秒１ポイントで計算したゴールポイントに、ペナルィポイント

   を加算した合計が順位を決定するポイントとなります。 

  ○最終成績について 

    この競技は２回(２本)漕ぎます、そのうちのポイント数の少ない方を採用し、最 

   終成績の順位の判断となりますので、２回漕いだうちの成績の良い方となります。 
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カヌーワイルドウォーター 

  渓流・激流の流れのある川で、流れ方も変化に富んだ河川で行う競技ですが、この競

技はゴールタイムを競う競技ではありますが、標記のような河川は大きな岩の障害物や

流れが激しい場所や緩やかな場所等様々なので、判断を誤ればうまく流れに乗れずタイ

ムロスになったり、転覆したり、流れが緩やか場所はいかに早く漕ぎぬけるか、勝敗を

左右する試練は大変多くあるので、漕いでいる選手の判断力や経験が必要とされる競技

です。 
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宿 舎 一 覧 

県 名 宿  舎  名 所在地 電 話 

石川県 — — — 

富山県 ホテルルートイン美川インター 石川県白山市鹿島町 2号１番 076-278-7711 

長野県 
ホテルルートイングランティア

小松エアポート 
石川県小松市長崎町 4-116-1 050-5847-7505 福井県 

新潟県 

 

競技会本部・記録本部 

石川県小松市木場町木場潟 
木場潟カヌー競技場 

新潟県カヌー協会 理事長 近藤雅晴 

携帯番号 ０９０-９００４-３０７９ 

 

 

会場最寄医療機関 

小松市民病院 

〒923-8560 石川県小松市向本折町ホ 60番地 

TEL 0761-22-7111 
 

 

大 会 本 部 

第 44回北信越国民体育大会実行委員会事務局 

〒950‐0933 新潟市中央区清五郎 67‐12 デンカビッグスワンスタジアム 

（公財）新潟県スポーツ協会内 

TEL 025‐287‐8600  FAX 025‐287‐8601 

 

 

 

18


